
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 同様に鑑賞についても「内容のまとまりごとの評価規準」を作成します。 

※ 「具体的な内容のまとまりごとの評価規準」は「参考資料」の巻末にすべての学年分掲載されています。 

  

 

 

 

 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 
・自分の感覚や行為を通して、形や色など
の感じが分かっている。 

 
・材料や用具を適切に扱うとともに、前学
年までの材料や用具についての経験を生
かし、手や体全体を十分に働かせ、表し
たいことに合わせて表し方を工夫して表
している。 

 
形や色などの感じを基に、自分のイメージ
もちながら、感じたこと、想像したこと、
見たことから、表したいことを見付け、表
したいことや用途などを考え、形や色、材
料などを生かしながら、どのように表すか
について考えている。 
 
 

 
つくりだす喜びを味わい進んで表
現する学習活動に取り組もうとし
ている。 
 

【Step３】  題材の目標を作成します。 

小学校図画工作のポイント 
目標－指導－評価の一体化のための学習評価 

令和２年７月 置賜教育事務所 指導課 
参考 文部科学省  国立教育政策研究所 

「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 小学校図画工作（令和２年３月） 

 

小学校図画工作における題材の評価規準の作成は、「内容のまとまり（「造形遊び」、「絵や立体、工作」、「鑑賞」）ごとの評価規

準」から作成する方法と、「内容のまとまりごとの評価規準」を踏まえて作成した題材の目標から作成する方法が考えられます。 

ここでは、題材名「のこぎりザクザク生まれる形（第３学年）」について、内容のまとまり「絵や立体、工作」の評価規準から作成す

る方法を取り上げます。（内容のまとまり「鑑賞」の評価規準については省略しています。） 

 Ⅰ 題材の評価規準を作成する流れ 

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等 

 
〔共通事項〕 
（１）「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通

して、次の事項を身に付けることがで
きるよう指導する。 

   ア 自分の感覚や行為を通して、形
や色などの感じが分かること。 

 
「Ａ表現」 
（２）表現の活動を通して、技能に関する

次の事項を身に付けることができるよ
う指導する。 

   イ 絵や立体、工作に表す活動を通
して、材料や用具を適切に扱うと
ともに、前学年までの材料や用具
についての経験を生かし、手や体
全体を十分に働かせ、表したいこ
とに合わせて表し方を工夫して表
すこと。 

 

 
「Ａ表現」 
（１）表現の活動を通して、発想や構想に

関する次の事項を身に付けることがで
きるよう指導する。 

   イ 絵や立体、工作に表す活動を通
して、感じたこと、想像したこと、
見たことから、表したいことを見
付けることや、表したいことや用
途などを考え、形や色、材料など
を生かしながら、どのように表す
かについて考えること。 

 
〔共通事項〕 
（１）「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通

して、次の事項を身に付けることがで
きるよう指導する。 

イ 形や色などの感じを基に、自分
のイメージをもつこと。 

 
進んで表現したり鑑賞したりする
活動に取り組み、つくりだす喜び
を味わうとともに、形や色などに
関わり楽しく豊かな生活を創造し
ようとする態度を養う。 
〔第３学年及び第４学年 １目標 
（３）の記載〕 
 
※内容には、「学びに向かう力，人
間性等」について示されていない
ことから、当該学年の目標（３）を
参考にします。 

 

【Step1】  学習指導要領「各学年の目標及び内容 〔第３学年及び第４学年〕 ２ 内容」 の記載事項を確認します。 

【Step２】  「内容のまとまりごとの評価規準」を作成します。   

 

Ｐｏｉｎｔ！ 

題材の目標の作成の手順（例） 

１ その題材で指導する事項を学習指導要領等で確認する。 

２ 題材に即してどのような内容が当てはまるか考える。それを踏まえ、書き換えたり削除したりする。 

 （学習指導要領で示している「学年の目標」や「内容」は、２年間を通して実現することを目指すものである

ことから、その題材では指導しない内容が含まれていることも考えられるため。） 

 

題材名  
「のこぎりザクザク生まれる形」（第３学年） 

内容のまとまり  
第３学年及び第４学年 「絵や立体、工作」、「鑑賞」 

※学年別の評価の観点の趣
旨のうち「主体的に学習に
取り組む態度」に関わる部
分を用いて作成します。 

 

１ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

内容のまとまり 単元（例） 

第４学年 （２） 
「人々の健康や生活環境を支える事業」 

・単元「飲料水を供給する事業」 
・単元「廃棄物を処理する事業」 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 

「知識」 
・自分の感覚や行為を通して、形や色な
どの組合せによる感じが分かっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「技能」 
・木やのこぎりを適切に扱うとともに、前
学年までの木や接着剤などについての
経験を生かし、手や体全体を十分に働
かせ、表したいことに合わせて表し方を
工夫して表している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※文末は「～ようとしている。」となります。 
 

 
・形や色などの組合せによる感じを基に、自分のイメー
ジをもちながら、木を切ったり組み合わせたりして感じ
たことや想像したことから、表したいことを見付け、形
や色などを生かしながら、どのように表すかについて
考えている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・形や色などの組合せによる感じを基に、自分のイメ
ージをもちながら、自分たちの作品の造形的なよさや
面白さ、表したいこと、いろいろな表し方などについて、
感じ取ったり考えたりし、自分の見方や感じ方を広げ
ている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※文末は「～ようとしている。」となります。 

 
つくりだす喜びを味わい進ん
で木を切ったり組み合わせた
りして立体に表したりする学
習活動に取り組もうとしてい
る。 
 
 

 

 

 

 

 

※文末は「～ている。」となります。 

 
 
 

題材名 「のこぎりザクザク生まれる形」 
 
 題材の目標 

 （１）・自分の感覚や行為を通して、形や色などの組合せによる感じが分かる。 

     ・木やのこぎりを適切に扱うとともに、前学年までの木や接着剤などについての経験を生かし、手や体全体を十

分に働かせ、表したいことに合わせて表し方を工夫して表す。 

（２）・木を切ったり組み合わせたりして感じたことや想像したことから、表したいことを見付け、形や色などを生かしな

がら、どのように表すかについて考える。 

・自分たちの作品の造形的なよさや面白さ、表したいこと、いろいろな表し方などについて、感じ取ったり考えた

りし、自分の見方や感じ方を広げる。 

・形や色などの組合せによる感じを基に、自分のイメージをもつ。 

（３）・進んで木を切ったり組み合わせたりして立体に表したり鑑賞したりする活動に取り組み、つくりだす喜びを味わ

うとともに、形や色などに関わり楽しく豊かな生活を創造しようとする。 

【Step４】  題材の評価規準を作成します。    

１ 

この題材は内容のまとまり「絵や立体、工作」と「鑑賞」の２つを扱う

ため、この２つの内容のまとまりごとの評価規準の考え方等を踏ま

えて作成します。 

題材の評価規準の作成は、「内容のまとまりごとの評価規準」から作成する方法と、「内容のまとまりごとの評価規準」を

踏まえ、題材の目標から作成する方法が考えられます。題材の目標を全体を一文にした場合などは、省略する箇所が生じ

ることが考えられるため、「内容のまとまりごとの評価規準」から作成することが望ましいとされています。 

※ここでは、【Ｓｔｅｐ２】内容のまとまりごとの評価規準から題材の評価規準を作成する例を紹介します。 

２ 

〇全ての題材において、低学年の
「形や色など」、中学年の「形や
色などの感じ」、高学年の「形や
色などの造形的な特徴」について
は、指導計画の作成と内容の取扱
い２（３）「〔共通事項〕のアの指
導」を参考にして、題材に即して
具体的に示すことも考えられま
す。 

〇全ての題材において、「自分の感
覚や行為を通して」については、
題材に即して具体的に示すこと
が考えられます。 

 

〇全ての題材において、全学年の「材

料や用具」、中学年、高学年の「前学

年までの材料や用具」については、

指導計画の作成と内容の取扱い２

（６）「材料や用具」を参考にして、

題材に即して具体的に示します。 

 

※造形遊びをする活動における、低学年の「身近な
自然物や人工の材料の形や色など」、中学年の
「身近な材料や場所など」、高学年の「材料や場
所、空間などの特徴」については、指導計画の作
成と内容の取扱い２（６）「材料や用具」などを参考
にして、題材に即して具体的に示します。 

※絵や立体、工作に表す活動における、低学年の
「感じたこと、想像したこと」、中学年の「感じたこ
と、想像したこと、見たこと」、高学年の「感じたこ
と、想像したこと、見たこと、伝え合いたいこと」
については、題材に即して選択し、さらに具体的
に示します。 

※題材に即して「表現する
学習活動」や「鑑賞する
学習活動」を具体的に示
します。 

 

※鑑賞する活動における、低学年の「自分たちの作品
や身近な材料など」、中学年の「自分たちの作品や
身近な美術作品、製作の過程など」、高学年の「自分
たちの作品、我が国や諸外国の親しみのある美術
作品、生活の中の造形など」は、題材に即して選択
し、さらに具体的に示します。 

※全ての題材において、低学年の「形や色など」、中
学年の「形や色の感じ」、高学年の「形や色などの造
形的な特徴」については、指導計画の作成と内容の
取扱い２（３）「〔共通事項〕のアの指導」を参考にし
て、題材に即して具体的に示します。 



 

 

 

※〇…題材の評価規準に照らして、適宜、児童の学習状況を把握し指導に生かす。 ◎…題材の評価規準に照らして、全員の学習状況を把握し記録に残す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時
間 

ねらい・学習活動 

評価の観点、評価方法等 

備考 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に学習に

取り組む態度 知識 技能 
発想や  
構想 

鑑賞 

1 

 
・のこぎりの扱い方を知
り、木をいろいろな長
さや形に切る。 

 
・のこぎりを適切に扱う。 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
〇 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

１，２時間目は記録に残す評価は
しないが、「技能」の視点で児童
の学習状況を把握し、指導に生か
す。それを踏まえて５時間目に
「技能」の視点で児童の活動の姿
などを捉え、記録に残す。 

2 

3 
・切った木（木片）を並
べたり組み合わせたり
しながら、表したいこ
とを見付け、どのよう
に表すかについて考え
る。 

   
〇 

 ３時間目は記録に残す評価はしない

が、「思考・判断・表現（発想や構想）」

の視点で児童の学習状況を把握し、

指導に生かす。それを踏まえて４時

間目に「思考・判断・表現（発想や

構想）」の視点で児童の活動の姿など

を捉え、記録に残す。 

４ 

◎ 
観察 
対話 
作品 

 

５ 

・さらに木を切って組み
合わせるなどしなが
ら、表したいことに合
わせて表し方を工夫し
て表す。 

 
◎ 
観察 
対話 
作品 

 
◎ 
観察 
対話 
作品 

   
５時間目は「知識」、「技能」の視
点で児童の学習状況を把握し、記
録に残す。 

６ 

・自分たちの作品を見て、
感じ取ったり考えたり
したことを友人と話し
合いながら、自分の見
方や感じ方を広げる。 

    
◎ 
観察 
対話 

作品カード 

 
◎ 
観察 
対話 

作品カード 

６時間目は「思考・判断・表現（鑑

賞）」の視点で児童の学習状況を把握

し、記録に残す。また、「主体的に学

習に取り組む態度」は、活動全体を

通して把握し、最後に記録を残す。 

指導と評価の計画 （全６時間）   

 Ⅱ 指導と評価の計画を立てる 

３ 

 Ⅲ 評価の実際 

Ｋさんは階段をつくろうと木片の

向きや大きさを考えていました。階

段全体が緩やかな螺旋状になるよ

うに木片の組合せを工夫して接着

し、一番上の段は横を向いていて、

一歩踏み出すと展望台につくよう

になっていると話していました。 

題材のまとまりの中で適切に評価を実施できるよう、指導と評価の計画を立て

る段階から、計画的に評価の時期や評価方法等を考えておくことが必要です。 

なお、日々の授業の中で児童の学習状況を適宜把握して指導の改善に生かすこ

とは重要であるため、児童の学習状況を記録に残す場合以外においても教師が

児童の学習状況を確認する必要があります。 

（例） 第６時 【思考・判断・表現（鑑賞）】、【主体的に学習に取り組む態度】 
【思考・判断・表現（鑑賞）】について 

「思考・判断・表現（鑑賞）」の視点で、作品を鑑賞している様子を、観察する、問いかける、作品カードを見るなどして児童

の学習状況を把握し、記録に残した。 

（例）Ｚさんについて  

 

 

【主体的に学習に取り組む態度】について 

学習活動全体を通して把握してきた「主体的に学習に取り組む態度」の学習評価を踏まえて、記録に残した。 

（例）Ｋさんの作品、作品カード 

 

 

 

＜作品カード＞ 

『大かいだんのひみつきち』 

大かいだんをぐねぐねにして二かいに行

ったりてんぼう台にいったりできるよう

にしました。木をおもしろい形になるよ

うに切りました。 

 

題材の内容や時間数、年間指導計画との関連などを踏まえ、
重点を置く観点があるかどうか、ある場合どの観点に重点を
置くかなどを考えながら評価規準を設定した上で、表現と鑑
賞の評価の関連などについて考えることが重要です。 
本題材では、「技能」の育成が重要な学習活動であることを踏
まえて、「技能」に重点をおいた評価を行うことにしました。 

Ｚさんは自分や友人の作品を見て、よさや面白さ、表し方の工夫などに

ついて感じ取り、話し合っていました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本事例における観点別学習状況の評価の総括の例】 

氏名 観点 
記録に 

残す評価 
総括 メモ 

〇〇 〇〇 
知 技 

知識 Ｂ 
Ａ 

 

技能 Ａ  

思 
発想や構想 Ｂ 

Ｂ 
 

鑑賞 Ｂ  

態  Ｂ Ｂ  

△△ △△ 知 技 知識 Ａ 
Ａ 

 

技能 Ａ  

思 
発想や構想 Ａ 

Ａ 
 

鑑賞 Ｂ  

態  Ａ Ａ  

□□ □□ 知 技 知識 Ｂ 
Ｂ 

 

技能 Ｂ のこぎりに不安を感じていた→クランプで木を固定するように指導 

思 

発想や構想 Ｃ 

Ｂ 

 

鑑賞 
Ａ 

友人の表現の発想や構想について感じ取ったり考えたり

し、自分の作品の木片の形を見直している姿が見られた。 

態  Ｂ Ｂ  

※ 本題材は、年間指導計画上「技能」を重点的に指導する題材としたため、〇〇さんは「知識」はＢ、「技能」

はＡで、総括としてはＡとしています。同様に「思考・判断・表現」については、「思考・判断・表現（発想

や構想）」を中心に評価したことから△△さんは「思考・判断・表現（発想や構想）」Ａ、「思考・判断・表現

（鑑賞）」Ｂで、総括としてはＡとしています。 

※ しかし、総括においては、基本的な総括の方針を重視しながらも実際の児童の活動の内容に即して評価を行う

ことも大切です。□□さんは「思考・判断・表現（発想や構想）」Ｃ、「思考・判断・表現（鑑賞）」Ａですが、

鑑賞の際の姿や作品カードへの記述から「思考・判断・表現」をＢと総括しています（上記メモ欄を参照）。

□□さんに対しては、今後実施する題材において、表したいことを身に付ける場面で、友人の活動に目を向け

るように指導したり、鑑賞の場面で友人の作品のよさや面白さを感じ取ることができたことなどを価値付け、

発想や構想をする学習に主体的に取り組もうとするようにしたりすることが重要です。 

※ 題材によっては、本事例のように評価する資質・能力の重点化をせずに、評価を行う場合もあります。その際

は、記録に残す評価の回数に応じて総括するなど、あらかじめ基準を決めておくことが大切です。 

 Ⅳ 観点ごとに総括的な評価を行う 

※評価の総括は、題材の評価規準に照らして、主に指導と評価の計画で明示した全員の学習状況を記録に残した

評価を基に行います。 

※本題材では、１，２時間目に「技能」を働かせる活動場面が設定されています。のこぎりの扱い方に慣れずなかな

か木が思い通りに切れない児童がいることが予想されるため、材料や用具を適切に扱えているかを評価し必要

に応じて指導を行いました。そのことによって、活動の後半では、児童が自分の思いで活動を進め、技能を働か

せて工夫して表す姿につながりました。このことを踏まえて「技能」については５時間目に記録を残す評価を行い

ました。１，２時間目に行った評価とその後の指導は「主体的に学習に取り組む態度」に影響が出ないよう行った

配慮とも考えることができます。 

４ 


